
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　以前に比べ新聞に触れる機会が増え、社会事象に関心をもつ生徒が増えてきた。新聞記事は生徒にとって身近で新鮮な話題を提供してくれるので、自分の現在の生活や身近な地域に目を向けることができ、課題への意識付けや学習意欲を高めることにつながった。また新聞形式でまとめることで、自分の伝えたいことをうまく表現する力が付いてきた。ただ新聞の教材化については、生徒の興味・関心のあるものや思考を深める場面にどう適応できるかを考え、記事を選択・活用することが重要である。
	TextField2: 新聞記事の読み取りには個人差もありなかなかスムーズにはいかなかったが、それでも問いに対して「貸した金が返らない、紛争を避けるため、貿易ができなくなる」など課題につながる考えが出てきたので良かった。
	TextField2: （１）ギリシャへの経済支援の記事を導入で提示し、「なぜ他国が多額の支援を行うのか」という問い掛けを予想する。次に「ＥＵはどんなつながりがあり、それはなぜか」という課題につなげ、資料を活用してＥＵの政策を調べ、それを基に理由を考え班で伝え合い深める。（２時間）（２）フランスを中心に産業、交通、貿易、生活などを調べ、ＥＵとのかかわりを探る。（４時間）（３）「フランスとＥＵ」をテーマに、新聞形式でレポートにまとめる。（２時間）＜留意点＞・新聞記事の専門用語（デフォルトなど）について解説を加え、読み取りやすいようにする。・新聞記事と併せて、コラムのさし絵も活用し、予想しやすいようにする。・新聞記事から予想（学習意欲の喚起）→課題設定（把握）→調べる（追究）→考える（課題解決）→伝え合う（深化）→まとめの学習展開(流れ）が分かるような学習作業シートを工夫する。
	TextField2: 比較や関連の視点から調べよう「世界との結び付きを強めるフランス」（８時間）の中で、２時間を設定。新学習指導要領の世界の諸地域「ヨーロッパ州」に対応。最後にＥＵについて新聞形式でまとめる。
	TextField2: ・新聞記事が学習課題への意欲付けになっているか。・新聞記事の活用が課題解決に向けた資料活用や思考を深める場面つながっているか。
	TextField2: タイムリーなギリシャ経済支援問題の記事を活用し、ＥＵの地域統合ついて探り、つくられた目的について考えることができる。
	TextField2: 地域の結び付き　～ＥＵ～　「ＥＵにはどんなつながりがあり、それはなぜだろうか。」　
	TextField2: 社会、１クラス（３３名）
	TextField2: 第２学年
	TextField2: 木原祐一
	TextField2: 上越市立直江津中学校
	TextField1: 学びを深める新聞活用の工夫



